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われない分野横断でコンピューターを駆使した教育実践プロジェクト Stories of Tomorrow
が、欧州委員会からの資金援助を受けつつ 2017 年度からヨーロッパで実験的に始まった 
[1]。ヨーロッパの 5 カ国、ポルトガル、フランス、ドイツ、ギリシャ、フィンランドから
それぞれ数校ずつが参加し、2018 年度からは日本からも参加することになった。Stories of 
Tomorrow からの呼びかけは国立天文台普及室長の縣秀彦氏より日本天文教育普及研究会
メーリング・リストを通じて呼びかけがあった（2017 年 9 月 3 日）。それに呼応して富田
から小学校の先生方へ声掛けも行い、2017 年 12 月ころに、和歌山大学及び三重大学の教
育学部附属小学校の 2 校が参加することになった。 




















 Stories of Tomorrow の実践内容はコンピューターの扱いの水準を含め、もともとは 6 年
生を念頭に開発されたものであった。そこで 3 年生の前田学級では Stories of Tomorrow の





















 6 年生の久保学級では火星についての調べ学習を経て、Stories of Tomorrow のために開
発されたインターネット上の電子絵本開発プラットフォーム（ゲームエンジン Unity を活
用したサーバー）を活用して、班活動を通しての電子絵本の作成に取り組んだ。附属小学校
のパソコンは Windows 7 の 32 bit マシンだったため、このプラットフォームがうまく動作
しなかった。和歌山大学学術情報センターのパソコンは同じく Windows 7 だが 64 bit マシ
ンだったため、このプラットフォームの動作に問題がなかった。「小大連携」でもあるこの
実践として、和歌山大学へ 2 度（2018 年 12 月 11 日及び 20 日）校外学習として訪問した。
12 月 11 日は 13 時から 14 時半、12 月 20 日は 12 時から 14 時半、プラットフォームにア
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クセスして電子絵本を作成した。 
 クラスを 7 つの班に分け、電子絵本の下書きを作成した。まず、物語作成とはどういうも
のか、国語科の物語づくりと絡めて各班で構成を考えていくよう、促した。その後、班で案
を考えていき、その案の改訂も班の中で児童が自主的に協働して行った。電子絵本作成では









４． 日本の実践から Stories of Tomorrow への提案 
 
















[1] Stories of Tomorrow のウェブサイト：http://www.storiesoftomorrow.eu/ 
[2] レゴ・エデュケーションの「授業でそのまま使える授業案ダウンロードサイト」で公






 Stories of Tomorrow の素晴らしい世界に案内下さったすべての方々に感謝します。この
実践の意義を共有下さり、学校での実践に協力と励ましをくださった和歌山大学教育学部
附属小学校および三重大学教育学部附属小学校の皆様に感謝します。この教育実践を日本
に紹介下さったのは国立天文台普及室長の縣秀彦氏でした。2018 年 7 月 1 日から 6 日は、
ギリシャ・アッティカのマラトン湾に面したゴールデン・コースト・ホテル・アンド・バン





の日本での実践に先立ち、2018 年 3 月 10 日、11 日は縣秀彦氏のお世話で国立天文台にて
教員研修プログラム GTTP（http://galileoteachers.org/）とともに Stories of Tomorrow の




小学校にて GTTP セッションおよび Stories of Tomorrow の事前研修を開いていただきま




   
事前研修でのホワイトボード   夏の学校での議論 




















開発してきた教員研修プログラム NASE が開催されます。NASE は世界天⽂年の2009年に始まり、すでに























有田市立箕島中学校 石井麻友 中西友紀子 渋谷成哉
有田市立文成中学校 小林紘平 永田崇
有田川町立吉備中学校 宮崎俊和 丸山直城 宮本綾
貴志康平 田口智香子 前裕貴
教育学部 川上智博 北山秀隆 西山尚志
山本紀代
本研究の目的と概要
本活動は，有田地域の連携中学校において，数学科の研究授業と授業についての研究協議
会を実施し，中学校での授業方法などについての情報交換や，授業内容や授業改善について
研究を行うものである。この研究は，本学名誉教授の森杉馨氏を中心として始められたもの
で，これまで研究代表者を変更しながら継続して行っている。なお今年度の研究代表者は，
西山が担当することとなった。
本年度の活動
今年度は 以下の２校の中学校において，研究授業・研究協議会に本学の教員が参加し，
授業の参観や協議会での討論によって数学の授業について研究を行った。
第１回
実施日：平成３０年１０月１０日（水）
実施場所：有田川町立吉備中学校
和歌山大からの参加教員：北山、西山
・研究授業① （５限に実施）
学年・学級 １年
単元 一次関数
指導者 丸山 直城
授業内容 グラフでの２直線の交点と，それぞれの直線の式からなる連立方程式の
解との関係を扱う授業であった。
・研究協議会
授業後の研究協議会では，以下のようなことが討論された。
・ や大型テレビなどの 教材の利用について
・ワークシートの活用について
・どのようにして生徒の多様な考えを引き出すかなど，授業の進め方について
